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英国 
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2010年に実施されたモバイルブロードバンドの速度計測においては、 
「消費者への適切な情報提供」が計測の目的として掲げられている。 

また、固定ブロードバンドとモバイルブロードバンドとの比較なども目的となっている 

各国における速度計測の目的：英国 

2 出所）Measuring Mobile Broadband in the UK 

消費者への適切な情報提供 
キャリア間、場所、時間帯における違い、 
固定ブロードバンドとの違い 
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2013年に発表した消費者へのQoEに関する意識調査では、消費者への適切な情報が市
場原理を働かせるために必要、と記載されている。 

Ofcomが2013年1月に発表した、消費者のモバイル回線のQuality of Experienceの調査（今後実施するモ
バイル回線の速度計測のための準備調査という位置付け）における記述 

各国における速度計測の目的：英国 
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Ofcom “Measuring mobile voice and data quality experience, 1.Introduction”より抜粋 

「規制当局であるOfcomとして、ネットワーク性能の向
上については、市場原理に依存していたが、市場原
理は消費者が事業者間のQoEを正しく比較できてこ
そ働くものである」 
としている 
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2010年に実施されたモバイルブロードバンドの速度計測においては、キャリア毎の結果を
一定幅で表示している。 

 各キャリアの実効速度を一定幅（95%信頼区間）で表示し
ている 

各国における調査結果の公表の仕方：英国 
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各キャリア毎の差 

 都市部の実効速度について、規模別、地域別に表示してい
る。 

出所）Ofcom : Measuring Mobile Broadband in the UK report 
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速度については、民間の調査会社の調査に依拠して、実効速度を表示している。 

 

各国における速度広告表示：英国 Three 

5 出所） http://www.three.co.uk/Discover/Built_for_internetting?site=d 
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英国においては、固定ブロードバンドの速度の広告表示に関して、 
Ofcomの実施した計測結果を一定幅で表示している（Virgin Mediaの例） 

あ 

（参考）英国における固定ブロードバンドの速度広告表示 
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“the fastest”, “four times” といった表現に対して、Ofcomの計測 
結果をもとにした理由が書かれてる 
 
“Average download speeds”に関しては、Ofcomの計測において、95%の
結果が示した結果であることが明記されている。また無線環境などによって
変わりうることも記載されている 

平均速度が一定幅で記載されている 
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フランス 
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消費者への透明性の確保と、健全な市場における競争促進が掲げられている。 

 2011年2月ARCEPは、「通信事業ならびに郵便事業者における消費者への情報提供の改善」の提言を出し
、その中で提供するサービスの品質に対する透明化等が掲げられている。 

各国における速度計測の目的：フランス 

8 出所）ARCEP :モバイル回線の品質調査2012 

消費者が自由かつ明瞭な選択をするために、 
わかりやすく透明性の高い情報が必要 

消費者の情報は、市場の競争において重要 
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キャリア毎の回線速度をヒストグラムで公表。 

 各キャリアの差は、通信速度項目のみ掲載。 
 ヒストグラムで各キャリアの計測結果を公表している 

各国における調査結果の公表の仕方：フランス 
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回線速度計測結果 
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米国 
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消費者への情報提供、ならびに競争の促進が掲げられている 

米国では、NBP（National Broadband Plan）の一環として実施されている 

各国における速度計測の目的：米国 
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National Broadband Plan, Chapter4, “Broadband Competition and Innovation Policy, Networks”より抜粋 

「消費者が正しい情報を得ることが、キャリア同士の競争
を生み、イノベーションを促進させることにつながる」 

「ブロードバンドサービスの消費者のための情報の可用性の改善」 

FCCのMeasuring Mobile Broadbandの説明ページより抜粋 

出所） http://www.fcc.gov/measuring-broadband-america/mobile 
http://www.broadband.gov/plan/4-broadband-competition-and-
innovation-policy/ 
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消費者が個々人のニーズに合わせて各エリア毎、キャリア毎などの比較が可能となる予定 

 2014年に、測定結果を下記のようなエリア毎、技術毎、キャリア毎の比較等ができるようなツールを発表す
る予定としている。 

各国における調査結果の公表の仕方：米国 

12 出所）http://transition.fcc.gov/Daily_Releases/Daily_Business/2013/db1114/DOC-324148A2.pdf 
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最大速度と期待される速度を一定幅で広告している。 

 

各国における速度広告表示：米国 Sprint 

13 出所） http://network.sprint.com/ 

SprintSpark（キャリアアグリゲーション技術） 
における速度は、期待できる最大速度を記載 
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日本における広告表示 
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（参考）国内の事業者の速度表示：NTTドコモ 
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出所） https://www.nttdocomo.co.jp/xi/more/index.html 

• 通信速度は、送受信時の技術規格上の最大値であり、実際の通
信速度を示すものではありません。  

• ベストエフォート方式による提供となり、実際の通信速度は、通信
環境やネットワークの混雑状況に応じて変化します。 
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（参考）国内の事業者の速度表示：KDDI 
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出所） http://www.au.kddi.com/pr/4glte/network/?bid=we-we-mbtp-0058#feature 
http://www.au.kddi.com/jiyu/4glte/ 

• ※4G LTEのネットワークは、エリアにより最大通信速度は異なります。 
※ベストエフォート型サービスです。記載の速度は技術規格上の最大値であり、
実使用速度を示すものではありません。エリア内であってもお客さまのご利用
環境、回線の状況などにより大幅に低下する場合があります。 

★1 一部エリアに限られます。各対応エリアの詳細はこちらからご確認ください。 
★2 送信時最大5.5Mbpsです。 
※ご利用地域によって最大速度は異なります。(ベストエフォート型サービス) 

http://www.au.kddi.com/pr/4glte/network/?bid=we-we-mbtp-0058
http://www.au.kddi.com/pr/4glte/network/?bid=we-we-mbtp-0058
http://www.au.kddi.com/pr/4glte/network/?bid=we-we-mbtp-0058
http://www.au.kddi.com/pr/4glte/network/?bid=we-we-mbtp-0058
http://www.au.kddi.com/pr/4glte/network/?bid=we-we-mbtp-0058
http://www.au.kddi.com/pr/4glte/network/?bid=we-we-mbtp-0058
http://www.au.kddi.com/pr/4glte/network/?bid=we-we-mbtp-0058
http://www.au.kddi.com/iphone/service/servicearea/index.html
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（参考）国内の事業者の速度表示：Softbank 
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出所） http://www.softbank.jp/mobile/network/explanation/4glte/ 
http://www.softbank.jp/mobile/network/explanation/4g/ 

• ※1 4Gエリア外でご利用の場合、またご利用の機種により、最大通信速度が異なり
ます。 ※2 ベストエフォート方式のため、回線の混雑状況や通信環境などにより、通
信速度が低下、または通信できなくなる場合があります。  

• ※1 ご利用のエリアによって、下り最大37.5Mbpsとなります。詳細はサービスエリア
をご確認ください。  

• ※2 ベストエフォート方式のため、回線の混雑状況や通信環境などにより、通信速度
が低下、または通信できなくなる場合があります。  

• ※3 下り最大112.5Mbps対応機種は、2013年冬以降発売のAndroid™ 端末に限ら
れます。  

http://www.softbank.jp/mobile/network/area/map/4glte/100m/
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（参考）国内の事業者の速度表示：EMOBILE 
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出所） http://emobile.jp/service/lte.html 

※1 「EMOBILE LTE」の通信速度は、下り（受信時）最大75Mbps/上り（送信時）最大
25Mbpsとなります（いずれも対応エリアは一部）。 
イー・モバイルの3Gエリアでは下り（受信時）最大21Mbps/上り（送信時）最大
5.8Mbpsとなります（5.8Mbps対応エリアは一部）。サービスエリアの詳細はこちらでご
確認ください。通信端末とWi-Fi対応機器間の通信規格は無線LAN
（IEEE802.11b/g/n準拠）となります。 

http://emobile.jp/area/
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（参考）国内の事業者の速度表示： 
UQコミュニケーションズ 

 

19 出所） http://www.uqwimax.jp/lp/wimax2_point/index.html 

※1 表記の通信速度はシステム上の最大速度となります。通信速度は、
通信環境やネットワークの混雑状況などに応じて変化します。 ※1 表記の通信速度はシステム上の最大速度となります。通信速度は、通信環境やネットワークの混雑状況などに応

じて変化します。WiMAX 2+対応エリアおよびその周辺ではWiMAXも上り最大10Mbpsとなる場合があります。 
※2 一部エリアでは下り最大37.5Mbps、上り最大12.5Mbpsまたはそれ以下になります。auの４G LTEを利用する、ベ
ストエフォート型サービスです。記載の速度は技術規格上の最大値であり、実使用速度を示すものではありません。エ
リア内であってもお 客様のご利用環境、回線の状況等により大幅に低下する場合があります。 
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